
からふさ研究会×ＪＡＬ×九州大学×佐志小学校×佐賀県唐津市

未来を担う人材を育てる佐賀県唐津湾ワカメ養殖体験プロジェクト

■プロジェクトの概要

からふさ研究会（佐賀玄海漁業協同組合員の有志）、日本航空（株）

九州支社、九州大学、佐志小学校、唐津市役所の共同で、毎年１１月、

翌２月に養殖ロープを使用したワカメ養殖体験プログラムを実施。育っ

たワカメの大部分は収穫せずにブルーカーボンとして海に残置し、海

中・海底に貯留させることで気候変動緩和策に繋げています。

それに加え、からふさ研究会のメンバーが所属する佐賀玄海漁業協同

組合が行うワカメの養殖業では、生長過程で分泌される難分解性の有機

物がブルーカーボンとして海中に貯留され、気候変動の緩和に長年貢献

しています。

■プロジェクトの特徴・ＰＲポイント
地元の子どもたちに産学官民が一体となった環境教育・キャリア教育

を実施することで、体験による学びを通じた脱炭素社会実現への行動変

容につなげることを狙っています。ワカメ養殖体験後の子どもたちへの

アンケートにより、体験が身近な環境意識の高まりや恵まれた環境にあ

る唐津への郷土愛の醸成に結び付いたことが確認できました。

本プロジェクトは現在の気候変動緩和策のみならず、将来の脱炭素社

会実現に向けた取組を実施することで、持続可能な社会を構築すること

を目指しています。

■九州大学、ＪＡＬによる講話

■からふさ研究会によるワカメ養殖（種付け、収穫）体験

■プログラム参加者全員
による海岸清掃活動

産×学×官×民 教育×体験×実践

佐賀県唐津市から作る
持続可能な未来へ！

■地元漁業者によるワカメ養殖
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